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「すべて真実なこと、すべて気高いこと、すべて正しいこと、すべて清いこと、

すべて愛すべきこと、すべて名誉なことを、また、称賛に値することがあれば、

それを心に留めなさい。私から学んだこと、受けたこと、見たことを実行しな

さい。そうすれば、平和の神はあなたがたと共におられます。」（フィリピ4,8-9） 12.2023   No.36

　今年度のエトワール祭は 2019 年度以来の通常開
催となりました。また、ホームページなどで広く告
知していたこともあり、7300 人もの方々にご来場し
ていただくことが出来ました。高一以下の生徒はコ
ロナ禍前に文化祭を体験した事が無い中で、大きな
トラブルも起きずに 2 日間を終えられたのは、沢山
の方々のご協力があってこそだと思います。文化祭
顧問ならびに委員共々感謝しております。
　しかしながら、多数のご来場の皆様をお迎え出来
た反面、対応しきれていなかった部分がありました。
これに関しては生徒や教員のみならずご来場の方々
からも多くのご意見を頂き、より良い文化祭が出来
るよう、既に次期幹部メンバーを中心に来年度へ向
けて活動を開始しています。引き続きご理解とご協
力の程よろしくお願い致します。

　ここ数年は多くの日常が奪われ、今在籍する生徒
たちは一年一年が極めて重要な中学、高校時代の大
半を何らかの制限を受けながら生活してきました。
そういった生活が当たり前のものとなっている中で、
ようやく光が見えてきました。彼らにとってエトワー
ル祭が日常を取り戻し、行事への熱を思い出すきっ
かけとなる大きな
イベントとなって
いれば、教員また
文化祭顧問として
嬉しい限りです。
　通常開催を認め
てくださった学校
には改めて感謝申
し上げます。

　創立 125 周年記念工事につきましては、2024
年（令和 6 年）2 月末日の第Ⅱ期工事フェーズ 2、
すなわち事業全体の完了に向けて工事を進めてい
ます。
　この学園報を手にされる頃は、中高
運動部や文化部の各部室、学園初の調
理実習室、プールのシャワーの温水化
や更衣室、幼稚園の教室や倉庫など、
これらの目途がたっているところで
す。
　また、下グランドでは、人工芝の張
替えや豪雨対策、防球機能を強化した
ネットや外構などの整備工事を開始す
るところです。このため、12 月半ばか
ら 2 月末まで、下グランドの使用がで
きなくなります。
　写真は、早稲田通りから幼稚園正門

を真っ直ぐに見通したものです。幼稚園から見る
と 6 階建ての建物であった旧暁星修道院の壁が、
今回の記念事業で同じく幼稚園から見て 4 階建て
にダウンサイジングしたものです。

　その新たな白壁に校章が掲げられま
した。これにより、早稲田通り側から
も暁星学園の校章を大きく掲げるこ
ととなり、周囲を大きく照らすこと
となりました。この校章の大きさは
1300mm、ステンレス製です。是非ご
覧下さい。
　この創立 125 周年記念工事について
ですが、あと僅かとなりました。いま
少しの間、温かい目で見守り頂ければ
幸いです。

125 周年記念事業準備室長
和田　信之（1979 卒）

125 周年記念事業準備室からのお知らせ

エトワール祭

新しい校章



　私は、1971 年８月にカトリック・マリア会司祭となり、同年９月より暁星学園に派遣されました。それから中学・高等学校で 16 年、小学
校で 21 年勤務し、2017 年４月より幼稚園付司祭（スクールチャプレン）となり、今日に至っています。
　スクールチャプレンとしていつも心掛けていることは、マリア会創立者である福者シャミナード神父と学園創立者の理念を学園の関係者に
伝えることです。すなわち、キリストとキリストの教えと生き方、マリアさまの役割の大切さです。
　幼稚園チャプレンとしての仕事は次の通りです。
・教職員朝礼を祈り（聖歌）で始める。
・園　児：登園時の出迎え、神さまの話（年６回）、イースターデー
・親　子：入園式、卒園式、始業式、終業式、誕生会 （年 10 回）、マリア祭、七五三の集い、クリスマスの集い ⇒ 祈りと祝福
・保護者：保護者会（年６回）　⇒　祈り（聖歌）と宗教講話
　　　    ：カトリック講座（年 40 回）
　現在、体調を崩しているため、上記の中で下線の部分は休講になっています。
　なお行事に関して私ができない時は小学校チャプレン（青木神父）と青木主事先生、担任の先生方に補っていただいています。

........................Choses vues, Choses méditées en classe
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教室から

スクールチャプレンとは
　暁星学園には、幼稚園、小学校、中学高等学校それぞれにスクールチャプレンがいます。その職務は、本学の建学の精神、カトリック学校、
そしてマリアニストスクールとしての使命を明確に提示し、必要であれば教職員に提言することもあります。宗教部長や宗教科担当者と連絡
を密にし、協力しながらマリア会教育の実現を目指しています。
　暁星学園の場合は、すべて司祭がその職務にあたっていますので、ミサやその他の宗教儀式の司式や行事の構成を関係者と協議します。現
在はマリア会司祭が担っている職務ですが、将来的には外部から司祭をお願いすることになるでしょう。司祭でないとできない職務以外は、
ブラザーやシスターといった修道者、信徒が担うことになるでしょう。そういう意味では、将来に向けて人材の育成も大切な課題であると同
時に、外部から司祭をお願いするに際して、本学の宗教教育を明確に表明することができるようにしておくことが必要です。学園と東京大司
教区の協力関係が重要な課題となっています。
　最後に、学園における種々のハラスメント問題の窓口でもありますので、この機会にお知らせしておきます。

　創立者福者シャミナード師は、フランスの再キリスト教化のため
に、初等教育と師範学校設置を重要視し、教育活動を通して「揺籠
から墓場まで」、人の生き方の根底にキリスト教的価値観を染み込
ませることを最優先させました。
　日本語の「三つ子の魂百まで」は個人の性格の一貫性を表す譬え
のようですが、私は毎日の勉学と愛と家庭の精神の雰囲気の中で培
われていく躾、価値観は一生涯心の深奥に残ると信じています。で
すから毎日の始業と終業の祈り、聖母月（5 月）の花キャンペーン、
10 月のクラス単位でのロザリオの祈り、那須のセカンドスクール
での共同生活の体験と野外ミサ、更には学級、学年そして全校ミサ
等の典礼行事も貴重な信仰の教育の糧です。全員が一斉に声を出し
て祈る時、聖歌の大合唱は人の輪が、心の和に繋がる瞬間ですし、
理屈を超える心の通い合い、多様性の一致を体験する喜びと希望へ
の跳躍の時です。
　最後に、今年度は校長先生と一緒に、保護者向けのキリスト教の
勉強会を再開しました。学校と家庭との教育方針の共有もまたミッ
ションスクールの重要な役割だからです。質の高い人間教育の実現
に向けてさらなる協力一致を目指して。

　学校紹介の中で度々、「本校はキリスト教の精神を」云々、「カト
リック学校」としてまた「マリアニストスクール」として云々、と
いった言葉を使いますが、さて具体的にはどういうことなんだろう
と自問自答することがあります。様々な教育活動の中にキリストの
心が表明されているか、日々の学校生活に「祈り」の心と行動は伴っ
ているのか等々、言葉で表現する事柄の内実が気になるところです。
　聖堂が新しくなりました。聖堂は「祈りの家」です。学園の根幹
を表すために早朝にミサを始めることにしました。もしかすると一
人の参加者もいないかもしれません。遠大な挑戦かもしれません。

「暁星」の教育活動のすべての源として、児童、生徒、教職員が集
うようになれば、それぞれの「言葉」が意味することは「暁星」の
中で、いのちの水のように湧き出て、そこで学ぶ者を潤し生かし続
けることでしょう。もしも本当に一人の参加者もいないのであれば、
本質的な部分で「暁星」の存在意義はすでになく、未来は自ずと決
定しています。
　一日の始まりが一番大切なミサから始まり、そこで静かに祈る姿

（キリストの心に応える姿勢）が「暁星」の普段の姿になることを願っ
ています。

小学校チャプレンの言葉
小学校チャプレン　青木　勲

キリストの心に応える「暁星」
中学高等学校　髙田　裕和

スクールチャプレン
幼稚園チャプレン　清水　和幸　



暁星グッズあれこれ

Mouvements .......................................
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　学内の三越伊勢丹による購買部では、たくさんの暁星グッズが販売されています。主要なものをご紹
介致します。お買い求めに行かれた際、すでに在庫切れとなっていた場合にはお許し下さい。
　普段使いにはもちろん、お土産にも記念品にも喜ばれるものと思います。なお、価格は全て税込みです。

学園を支える力

1 月
4 月

2 月
5 月

7 月
3 月

6 月

幼稚園
幼稚園

・始業式

・保護者会

・福者シャミナード記念日

・学級懇談会（年少）

・観劇会

・始業式／入園式

・保護者会

・復活祭の集い

・誕生会

・豆まき

・保護者会（年少）

・親子劇遊びの日

・星の子なかよしの日

・星の子お楽しみの日

・マリア祭

・学級懇談会

・避難訓練

・誕生会

・保護者会

・交通安全指導

・終業式

・保護者会

・ひなまつり会

・修了を祝う会

・修了式／卒園式

・幼稚園説明会

・ファミリーデー

・誕生会

小学校
小学校

・始業式

・保護者会

・シャミナード・デー

・始業式／入学式

・保護者会

・校外学習

・イースターデー

・参観日

・修学旅行（6 年）

・校外学習（１～ 5 年）

・那須合宿

・終業式

・水泳実習（3，4，5，6 年）

・夏期合宿

・サッカー大会

・6 年生を送る会

・感謝ミサ／修了式

・卒業式

・参観日

・那須合宿

・日私小連教員研修会

中学・高等学校
中学・高等学校

・始業式

・校内実力テスト（中1～高2）

・学年ミサ（高 2）

・福者シャミナード記念日

・保護者会

・始業式／入学式

・オリエンテーション（中１）

・校内実力テスト（中2～高2）

・保護者会

・校外活動

・中学入学試験

・初金

・生徒会行事

・学年ミサ（高３）

・中間試験

・期末試験

・終業式

・学年末試験

・高校卒業ミサ、卒業式

・中学卒業式

・終了式

・教科書配布

・運動会

・修学旅行（高２）

・学年ミサ（中３）

3
学
期

1
学
期

2024年 1月～2024年７月

※なお、4 月～ 7 月は未確定です。今後の状況で変更の可能性があります。

さま
　ざま

 マグカップ 1100 円

 キーホルダー 1210 円

 トートバック
大 2200 円　中 1430 円

 筆箱 1540 円

バックル（中高用）3850 円

 ハンカチ（264 円）

バックル（小用）2530 円
 制服用金ボタン 116 円

 ボールペン (2 種あり )1320 円 SM ノート（在庫セール中）60 円  15cm 定規 154 円

 GYOSEI ‐ T シャツ
(S,M,L,LL,3L)  2310 円

 フォトフレーム 935 円

ステンレスボトル 3300 円



出来事

４

..................................................Evénements

　9 月 29 日（金）は、かねてより楽しみにしていた「芋ほり遠足」。千葉市若葉区の「富田さとにわ耕園」に全園児が観光バ
ス３台で出かけました。現地に着くと澄み切った青空とコスモスの花畑があたり一面に広がっていて秋を感じることができま
した。子どもたちは、一人二株のサツマイモの蔓が見えると、一生懸命に両手を使ってお芋の周りの土をかき分けるように掘
っていきました。土は手で掘るには固く、子どもたちは、忍耐強く頑張りました。「大きいよ！まだ出てこない」「土の中のお
芋ってあったかいよ」などと次から次へと出てくる様々な大きさのお芋に大歓声です。一人当たり、5, 6 本の収穫がありまし
たが、中には、沢山のサツマイモが採れて、入れていた袋を引きずりながら歩いていた子どもも見受けられました。
　帰りのバスの中では、好きなサツマイモ料理の会話が聞こえてきました。一番人気は、ス
ウィートポテトのようでした。自分で掘ったお芋が翌日のお弁当に入っていた時の喜びは格
別でした。
　一足早い秋の実りに触れ、自然の不思議な変化に気づき、友だちと一緒に園外で過ごす体
験ができました。どんぐりグラウンドの畑に年長が植えたサツマイモの苗も、沢山の恵みを
受けて育っていることでしょう。10 月下旬の収穫の喜びと繋がっていました。子どもたちの
新鮮な驚きや喜びに寄り添い、神様から頂いた一つひとつの恵みに感謝した一日でした。

芋ほり遠足

　2023 年６月 14 日
（水）学園講堂にて海
上自衛隊東京音楽隊
による音楽鑑賞会が
行われました。
　 事 の 発 端 は 2022
年度実施した小学校
の「総合的な学習」において、６年生が「ファンシードリル」を
選択肢に挙げた際、その指導あるいは見学を海上自衛隊の音楽隊
に打診したところから始まります。
　昨年度はまだコロナ禍ということもあり、残念ながらその機会
には恵まれませんでしたが、この事がきっかけとなり、新型コロ
ナウイルスの５類引き下げを受け、全国の小中高での演奏再開に
際し、逆に海上自衛隊の方から第一校目としてお声がけいただき
ました。
　出来るだけ多くの人に見ていただきたいという先方からのご希
望もあり、午前に中学一年生、午後に小学校３～６年生の鑑賞会
として実施しました。
　暁星中高の三角広場に海上自衛隊の車両が並びますと、生徒た
ちが何事かと不思議そうに眺めたり、ビシっと決まった制服姿の
自衛官見かけますと、思わず背筋を伸ばして挨拶したりしている
ほほえましい様子も見られました。
　実際の演奏会は、流石！東京音楽隊！といった様子で、名 MC
で知られるハーピストの荒木美佳さんが上手にリードしてくださ
り、中学生も小学生もあっという間にその勇壮な演奏の虜になっ
たようでした。さらには自衛隊初の女性ヴォーカリストとして大
活躍されているソプラノの三宅 由佳莉さん、そしてこれまた自衛
隊初の男性ヴォーカリストの橋本 晃作さんの美しい重唱は、重厚
な吹奏楽の中に花を添えるようでした。
　演奏会後半では各クラスの代表者が壇上に上がり、指揮者体験
コーナーとして音楽隊を指揮し、大盛況となりました。
　コロナ禍で中々満足な音楽活動・鑑賞が出来ず、辛かった 4 年
間を吹き飛ばすような、素晴らしい鑑賞会となりました。

　さる９月 22 日、卒業生による進路選択講演会が開
催された。今年の秋に文理の選択を控えた高校１年生
に向け、先輩方が当時を振り返りつつ語ってくださっ
た「生の声」は、学年の 151 人に強く響いたようだった。
　前半は、昨年文理双方の学部に合格し、国立医学部
に進学された関口雄太さん、2020 年卒業で来春より
テレビ局に就職されるという瀧川幸樹さんが、ご自身
の体験をお話された。瀧川さんの、好きなものを追い
かけ、充実していた高校時代がご自分のキャリアに繋
がったという話は印象的であった。
　後半は、まず暁星の現役教員である二見統先生がご
自身のキャリアをご紹介してくださり、仏語受験・ベ
ンチャーへの転職経験について佐ヶ野貴史さん（2012
卒）が、大学病院でのお仕事や音楽を通じたご自身の
高校生活と選択のあり方について野田淳（2010 卒）
さんが語ってくださり、最後はお三方に加え高１担任
でＯＢでもある植木晃弘先生をまじえてのパネルディ
スカッションへと進んだ。多岐にわたる内容で、若い
生徒たちには刺激的であった。
　社会で活躍中の先輩方でさえ、進路選択の際はおお
いに悩み、結論を先延ばしにしたこともあったという
お話は、若い彼らに驚きと勇気を与えたように感じら
れた。講演後は生徒たちも壇上に上がり、輝かしいキャ
リアの先輩方に直接あれこれと質問を重ねていた。

高 1 進路選択講演会 海上自衛隊東京音楽隊・音楽鑑賞会



Annonce.......................................................

　東京私立中学高等学校協会、東京都私立初等学校協会、神奈川県私立中学高等学校協会及び神奈川県私立小学校協会は連携
し、「登下校時の緊急避難校ネットワーク」を運用しています。なお、埼玉県と千葉県については協議中と聞いています。
　このネットワークとは、登下校中の大きな地震や豪雨による大規模な河川の氾濫等の自然災害、あるいは J アラートの発令
などにより、電車やバスなどの公共交通機関が止まり、自校や自宅にたどり着けなくなってしまった生徒・児童が、近くにあ
る東京・神奈川の私立小学校・私立中学校・私立高等学校に避難することができるというものです。
　もちろん暁星学園でも、このような場合の受け入れにも対応できるようにしています。
　緊急時に備えて、各ご家庭でも、通学路途中にある私立の小中高等学校を一度ご確認しておくことをお願いします。
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お知らせ

　「暁星学園奨学金制度」（令和 3 年 4 月 1 日施行）は以下の通りです。
　コロナの影響を踏まえ、学園奨学金の適用は、可能な限り柔軟に行うようにしております。また、「暁星学園後援
会奨学金」も同様に、柔軟に対応したいとのことです。両奨学金とも、先ずは学園事務局にご相談ください。
（各規定を抜粋）

暁 星 学 園
奨 学 金 規 定

暁星学園後援
会奨学金規定

保護者の死亡、廃疾、倒
産または破産あるいは災
害等止むを得ない事由に
よって経済上、学費補助
を要する者

生徒、児童、また
は園児の学費負担
者

学 納 金 を 収 納 頂
き、速やかに授業
料及び維持費分を
支給

1 ヶ年とするが、
高校・中学・小学
校・幼稚園のそれ
ぞれの間におい
てのみ継続も可

原則返還義務
なし

原則返還義務
なし

毎 年 4 月 1 日 ～
20 日に申請。継
続して希望する場
合は学年末までに
申請

家計支持者の死亡、経済
的困窮等により学業を継
続することが困難になっ
た時

生徒、児童、また
は園児

月額 2 万円
3 ヶ月分ずつ支給

1 ヶ年とするが、
継続も可

申請に基づき毎年
度 3 学期に選考

制　　度 要　　件 対　　象 返 還 要 否支 給 額 支 給 期間 出願時期

　暁星学園 HP に、個人の方、法人企業の方、又は遺贈という形でもお受けできる「一般寄付金サイト」を常設しています。
　個人の方は振込等手数料のご負担がなく、法人の方は全額寄付金控除の対象となる受配者指定、有価証券や不動産を遺贈
という形で寄付頂くことも可能としています。なお、従来どおり、お電話により手続き書類等をお送りすることも可能です。
　温かい「寄付者様からのメッセージ」を掲載していますので、是非一度アクセスをお願い致します。

　今後ともご支援とご協力をお願い申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　暁星学園　企画会計　TEL:03-3262-3291

　いつもご利用いただきましてありがとうございます。
購買部では、制服や体操着、そして文房具など、さらに学生に大人気のカラーボールまで、さまざまな商品を取り揃えています。
　お品切れなどですぐにお渡しすることが叶わないこともございますが、皆様のお役に立てるよう努めてまいりますので、お
気軽にお立ち寄りください。
　また、後日、詳細を書面にてお知らせいたしますが、来年 4 月から価格改定を実施いたします。
　そして、長い間購買部を支えていた川口が異動いたしまして、新たに島本 ( 写真右 ) が加入し新生！購買部となります。
どうぞよろしくお願い申し上げます。

＊お願い＊
　・受注発注・受注生産という商品特性上、ご注文後の返品、交換、キャンセル、変更などはお承りできかねます。
　・お修理の際は、必ず事前のクリーニング出しをお願いいたします。（クリーニングタグ必須）
　・お電話注文の際の MI カードのご連絡は、ご本人様からのみとなります。
　　予めご了承ください。

㈱三越伊勢丹　暁星学園購買部　   営業時間・休業：学校に準ずる
TEL：03 － 3261 － 1227　　　　　  平日：8：00 － 16：00
FAX：03 － 3261 － 1228　　　　　 土曜：8：00 － 13：00

「登下校時の緊急避難校ネットワーク」についてのお知らせ

ー  三越伊勢丹購買部より  －

奨学金制度についてのお知らせ

寄付
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3 年半余りも続いたコロナ禍もようやく春先から好転し、アフターコロナの歩みも活発化してまいりましたが、
学園の皆様はいかがお過ごしでしょうか。
　さて同窓会も、お陰様ですべての対面活動を再開し、7 月 2 日講堂で開催された “ 定時総会 ” 後の、“ 物故者
追悼ミサ ” も新聖堂で青木神父様司式のもと挙行させていただきました。ご遺族の皆様から、コロナ禍でのご苦
労話などを直接お伺いして、たいへん心を痛めました。通常開催された “ エトワール祭 ” では写真を展示しました。
また、この間に各地域、各職域での “ 曉星会 ” や “ エトワール会 ” も徐々に再開されました。各会場では、コロ
ナ禍からの解放感も伴い、久し振りに皆様のお元気な顔を拝見し、特に完成間近な “ 新キャンパス ” なども話題
になり、従来以上の盛り上がりを感じました。
　　
　最近特に嬉しいことの一つは、前号でも少し触れましたが、先生方と同窓生皆さんのご協力により、同窓会
の重要課題でもあります、“ 若い同窓生の皆様と学園との世代間交流 ” の輪が一層大きく広がってきていること
です。“ 高 2 職業体験・見学学習 ”“ 高１進路選択講演会 ” などにも多くの若い同窓生に積極的にご協力いただい
ています。8 月にフランスでの “ 高 1・高 2 フランス語研修 ” でも、“ パリ・エトワール会 ” の皆様にご協力を
いただき、生徒さんたちも、たいへん貴重な研修をされたようです。
　このようなお互いの年齢も近い若い皆さんの交流では、時代こそ違っても、同じキャンパスで過ごした、身
近な先輩・後輩の間柄からか、交流の輪も短時間で容易に広がっているようです。学園に協力して、その伝統、
校風を次世代へ継承にすることを最重要課題にしている同窓会にとっても、コロナ禍で激変してしまった時代
認識の修正や新感覚を養う、とてもよい機会になっていると思います。各授業にご協力いただいた同窓生の皆
様からも、久し振りに母校の皆さんと交流し、生徒さんたちの物心両面での最近の考え方なども理解でき、若
い世代を知るたいへんよい機会になったなどと好評をいただいております。我々が、コロナ禍を通じて再認識
した不変で貴重な共通の価値観、一体感を、次世代の皆様とともに、今後とも大切に守っていきたいと思います。
　
　この冬も、コロナ感染状況やインフルエンザ流行などのリスクもたえず指摘されており、油断はできません。
どうか学園の皆様のご健勝と日常生活の一日も早い常態化を心からお祈り申し上げます。

暁星学園同窓会　会長　横 山　悠 喜
―「アフターコロナの歩み」―

定時総会 物故者追悼ミサ エトワール祭


